
まちづくり憲章
 　当社は、2005年に住宅メーカーとして未来への責任を果たすために、「まちづくり憲章」を制定しました。これは当社の

まちづくりの中で培われてきたさまざまなノウハウを、持続可能性という考えに基づいてあらためてまとめたものです。大き

くは当社が考える4つの価値（環境価値・経済価値・社会価値・住まい手価値）をベースにした「環境マネジメント」「経済

マネジメント」「タウンマネジメント」「生活マネジメント」という4つの視点を持ち、「まちづくり基本方針」や具体的な24指針

を考慮しながらまちづくりを進めています。

まちづくり憲章
人がいつまでも安心して豊かに暮らしていくために

かけがえのない地球の自然と環境をまもり地域の文化とコミュニティを育み

地域経済の活性化に貢献するとともにまちの資産価値を守ることが私たちの願いです。

積水ハウスは社会の責任ある一員として

住まいとまちがつくりだす住環境を人の大切な生活基盤と受け止め

まちづくりを通して持続可能な社会の貢献に寄与することを目指します。

資
産
価
値
の
維
持・向

上
地
球
経

済の活性化
適正なコスト管理 コミュニテ

ィの
育成

地
域
文
化
の
継
承・
醸
成

 自然
の保全

・育成

環
境
負
荷
の
低
減

生
活
の
豊
か
さ
の
実
現
  

生活の安全・安心の確保　
　

環
境

価値
住まい手

価
値

経
済

価値 社会

価
値

まちづくり24指針

サステナブル

防災配慮
防犯配慮

健康配慮

ユニバーサル
デザイン導入

地域
自然環境の
活用地域の

生態系の
保全・育成

有害物質の
削減

資源の
有効活用

多世代居住
対応

良好な
景観形成

周辺
地域への
配慮

長期的
視野の
コスト
管理

コストと
価値の
バランス
管理

循環型
地域経済
の育成

地域資源
の活用

まちの
ブランドの
創出・維持

時代変化
への対応

円滑な
住み替え
対応

地域
デザインの
継承・醸成

コミュニティの
醸成・維持周辺

コミュニティへの
配慮

多様な
ライフスタイル
への対応

省・創
エネルギー
配慮

生活の
機能性確保

サステナブル宣言

まちづくり憲章

まちづくり基本方針

タウン
マネジメント

経済
マネジメント

環境
マネジメント

生活
マネジメント

1



4つのマネジメント 24の指針 解説

生活マネジメント

防災配慮 火災・風水害・地震などの災害に対して、強いまちをつくります。

防犯配慮 犯罪企図者の接近や徘徊行為の防止、自衛力の強化などによりタウ
ンセキュリティを高めます。

ユニバーサルデザイン
導入

子どもから高齢者まで年齢差や個人差にかかわりなく、誰にでも暮ら
しやすい基盤を整備します。

健康配慮 健康を阻害する要因を排除し、心身ともに健全に暮らせる住環境を
創出します。

多世代居住対応 特定の世代に著しい偏りがなく、幅広い年齢層が共存するまちを目
指します。

多様なライフスタイル
への対応

多様なライフスタイルを持つ人々が、一つの地域社会の中で共存する
まちづくりに努めます。

生活の機能性確保 交通基盤の整備、生活利便施設の充実により、日常生活の機能性を
確保します。

タウンマネジメント

良好な景観形成 一定のデザインコンセプトに基づいた、美しいまちなみを形成します。

周辺地域への配慮 周辺地域の良好な生活環境を維持し、親和を図ります。

地域デザインの継承・
醸成 特色ある歴史・意匠・素材を継承し、地域文化を醸成します。

コミュニティの醸成・
維持

コミュニティの核となる場をつくり、住民参加を前提とした自治活動
の仕組みづくりを支援します。

周辺コミュニティへの
配慮

コミュニティ施設の開放・地域の行事などへの参画によって、周辺と
の交流を促進します。

経済マネジメント

長期的視野の 
コスト管理

維持管理しやすい計画や仕組みをつくり、長期的な視点でコストバラ
ンスに配慮します。

コストと価値の 
バランス管理 初期投資と魅力的な付加価値づくりとの、適正なバランスに配慮します。

循環型地域経済の 
育成

地域経済の活性化のために、地域サービス・地場産業などを活用し
ます。

地域資源の活用 周辺地域で産出する資源を、建築や外構材料として活用します。

円滑な住み替え対応 ライフステージなどの変化に伴う住み替えを活性化するための仕組
みや、仕掛けを整備します。

時代変化への対応 新たな時代の動きにも柔軟に対応できるよう先端技術の導入など、
時代の潮流をとらえる仕組みを整備します。

まちのブランドの 
創出・維持

時とともに成熟し、居住者が愛着を持てるまちを創出することにより、
まちの品位とブランドを確立します。
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4つのマネジメント 24の指針 解説

環境マネジメント

資源の有効活用 3Rの推進と再生可能資源の活用により、資源循環を推進します。
3R（reduce・reuse・recycle）

省・創エネルギー配慮 地域におけるエネルギーの消費を抑え、自然・未利用エネルギーを
活用します。

有害物質の削減 有害物質による大気・水・土壌の汚染を防止します。

地域の生態系の保全・
育成 地域に自生する多様な生物の安定した生息環境を、保全し育成します。

地域自然環境の活用 日照・通風・水資源など、地域の自然の恵みを積極的に活用します。
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